
土地利用型野菜作経営における経営管理

(農試経営言0
1 背 景とね らい

近年、地域の土地 ・労働資源を集積 して規模拡大を図る土地利用型野菜作経営が点的で

はあるが活発な動きをみせており、今後の畑作地帯の営農に大きな影響を及ぼす可能性が

ある。今回、県中北部畑作地帯の土地利用型野菜作経営の調査から、品目選択に対応 した

土壌管理の実態を固場条件など個別経営の生産構造から明 らかにした。 さらに、規模拡大

にともなう作業管理及びコス ト管理の重点を明らかにしたので指導上の参考に供する。

2 技 術の内容

(1)土 襲管理

土壊管理は作物生産の継続を確保するうえで重要であるが、作付品目、団場の分散及び

作付規模によりその対応が異なる。                 ′

7基 幹品目別には、井ャベツは根ヨプ痛対策か ら深耕、有機質施用及び輪作を組み合わせ

た土壌管理が取 られている。 レタスは連作される場合が多 く、特に単作化程度の高い事例

ほど低収となっていることから、ハクサイ、スイ‐卜]‐ンなどを組み入れた作付方式を採用する

ための指導徹底が重要であること。 だいこんは、特に野菜栽培経験が浅 く急激な規模拡大

過程にある経営では、連作に偏った作付体系から、短期間に妻黄痛等の発生を招いてお り、

連作回避と有機質施用の指導が必要であること。

イ圃場分散 (距灘 ・箇所数)も 土壌管理を大 きく規定する。遠隔地ほど栽培管理の単純化、

基幹作物の連作に偏る傾向が強いことから、通作時間 (片道)で 10～15分以内の圃場確保

が重要であること。

ウ家族労力が主体となる野菜作付面積 5 ha以下層では、作付品目が限定される事例が多 く、

土壌管理を深耕のみに頼 らぎるを得ないことか ら、場合によっては雇用の導入を検討する

必要があること。

(2)作 業管理

作業の管理内容は雇用の程度に規定される。家族経営から雇用労働の導入 。増大による

経営展開を図る場合は、作業員各人の協力体制を良好に保つことを基本に、作業の分担 ・

専F写化に対応することが重要であ り、特に野菜作付規模 1 0ha以上層では、日誌の記帳に

よる作業の分析 ・診断に基づき日常作業の進行管理 と被雇用者に対する的確で確実な作業

指示が必要であること。 このことは、雇用労働の安定確保の上からも大切であること。

(3)ヨ ス ト管理

ヨス ト節減に対する取 り組みは、野菜作付規模の拡大に伴い、安い資材の購入 ・労働時

間の低減という日常的な対応か ら、年間目標経費の設定や経営全体の計画的改善へと高度

な対応策に進展する。

7コ ス ト低減のため、生産貫に占める比率の高い貫用の節減を図ること。具体的方策 とし
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て、労働時間 (労働貫)の 低減、機械 ・施設の長期間利用による農機具貫 ・建物貫の節減、

肥料などの生産資材の共同 ・一括多重購入による単価の引き下げが挙げ られる。

イ作業効率向上のための生産基盤の整備、作業計画の樹立 ・進行管理のイ徹底による作業効

率の向上など経営規模の拡大による単位当 り経資の低減と、スケールメリッ トを引き出す

ための条件整備を重視すること。

3 指 導上の留意事項

(1)今 回の経営管理に関する調査対象が、野菜作付延べ面積 2ha以 上の個別経営である

ため、調査結果は野菜作付規模において最上層農家の経営管理の実態 となっていること。

(2)調 査にあたつては、土地利用型品目を対象 として農家選定をしたが、作目構成上、一

部の経営に、果菜類などの労働集約的な作物が補完的に含まれていること。

4 試 験成績の概要

表 1 基 幹作物別団場条件と土壌管理
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注)革
と盤高搾物器品さ容

族労働日数の合計十年間延べ雇用日数)/野 菜延ぺ作付面積
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